
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  16,856  12.4  82 ―  △333 ―  △385 ― 

22年３月期第１四半期  15,003  △33.2  △733 ―  △794 ―  △1,037 ― 

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期 .△5 55 ―

22年３月期第１四半期 .△14  92 ―

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  73,075  28,999  35.5 .373 46

22年３月期  72,885  29,749  36.4 .381  98

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 25,954百万円 22年３月期 26,546百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 ―  .0 00 ― .3 00 .3  00

23年３月期 ―  

23年３月期（予想） .3 00 ― .3 00 .6  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  34,000  8.4  700 ―  400 ―  200 ― .2  88

通期  72,000  13.2  2,100  816.8  1,600 ―  700 ― .10  07



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「２．その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：有 

新規  ― 社 （社名）     、除外  ２ 社 （社名） タムラ化研㈱及び㈱タムラエフエーシステム 

（注）連結範囲の変更に伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：有 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。   

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 75,067,736株 22年３月期 75,067,736株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 5,570,819株 22年３月期 5,571,364株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 69,497,107株 22年３月期１Ｑ 69,507,297株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期における我が国経済は、輸出や生産の増加を背景に企業収益は改善傾向へと推移し、設備投資も下

げ止まり・持ち直しつつあります。雇用・所得環境は引き続き厳しい状況にあるものの個人消費は増加基調で推移

するなど、緩やかながら景気は回復傾向が続きました。 

 一方、世界経済全体では、中国を中心としたアジア地域では好調を維持し、米国でも緩やかな景気回復が続きま

したが、欧州ではギリシャの財政危機に端を発し他のヨーロッパ諸国の財政状況や金融システムに対する懸念の高

まりにより、欧州経済の景気が低迷を続けるリスクの高い状況となりました。 

 このような経済情勢の中、当社グループを取り巻く市場環境といたしましては、電子部品関連・電子化学関連で

はアジア地域などにおけるデジタル機器関連の需要増加やエコカー関連などは引き続き、堅調に推移し、低迷して

いた産業機械関連におきましてもアジア地域への輸出増加を背景に回復傾向に推移しております。しかしながら、

放送設備などの一部の設備産業分野では最悪期は脱したものの需要の回復・増加とまでは至っておらず、引き続き

厳しい市場環境が継続しており、予断を許さない状況となっております。 

 このような市場環境のもと、当社グループの当第１四半期の状況といたしまして、売上高は168億5千6百万円

（前年同四半期比12.4%増）となりました。利益面におきましては、営業利益は8千2百万円（前年同四半期は7億3

千3百万円の営業損失）と黒字となるものの、営業外費用において急激な為替変動による為替差損が3億7千3百万円

発生し、経常損失は3億3千3百万円（前年同四半期は7億9千4百万円の経常損失）となり、四半期純損失は3億8千5

百万円（前年同四半期は10億3千7百万円の四半期純損失）となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期末の総資産は、前期末比1億9千万円増の730億7千5百万円となりました。これは主に、現金及び預

金がROMARSH社の株式を取得したことなどにより33億3千9百万円減少し、受取手形及び売掛金が12億8千万円、棚卸

資産が23億2千3百万円、のれんが6億1千3百万円それぞれ増加したことなどによります。  

当第１四半期末の負債合計は、前期末比9億4千万円増の440億7千6百万円となりました。これは主に、支払手形

及び買掛金が14億1千8百万円増加したことなどによります。 

当第１四半期末の純資産合計は、前期末比7億5千万円減の289億9千9百万円となりました。これは主に、四半期

純損失3億8千5百万円による減少、配当金の支払2億8百万円による減少などによります。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年５月12日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。   

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

 前連結会計年度末において当社の連結子会社であったタムラ化研㈱及び㈱タムラエフエーシステムは、平成22年

４月１日付で、当社を存続会社とし、当社の特定子会社であるタムラ化研㈱及び㈱タムラエフエーシステムを消滅

会社とする吸収合併を行ったことに伴い、当該特定子会社は消滅しております。  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。  

③固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

④経過勘定項目の算定方法 

 固定費的な要素が大きく予算と実績の差異が僅少のものについては、合理的な算定方法（予算に基づく見積

り）による概算額で計上する方法によっております。 

⑤法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によ

っております。  

繰延税金資産の回収可能性の判定に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将来の業績予測を利用する方

法によっており、前連結会計年度末以降に経営環境等、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた

場合には、前連結会計年度において使用した将来の業績予測に当該著しい変化の影響を加味したものを利用する

方法によっております。 

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

 これにより、損益に与える影響は軽微であります。 

２．企業結合に関する会計基準等の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基

準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準

第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及

び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月

26日）を適用しております。 

３．在外連結子会社の収益及び費用の換算方法の変更 

 在外連結子会社の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、当第１四

半期連結会計期間より期首から累計した期中平均相場により円貨に換算する方法に変更しております。  

 この変更は、当連結会計年度において英国ROMARSH社の買収を行う等、海外事業展開が進む中で在外連結子会社

の重要性が今後さらに増すと考えられ、また、世界的な金融危機以降、為替の変動幅が大きくなってきていること

から、一時的な為替相場の変動による期間損益に与える影響を排除し、連結会計年度を通じて発生する在外連結子

会社の収益及び費用の各項目をより実態に即して連結財務諸表に反映させるために行ったものであります。 

 これにより、売上高は132百万円、営業利益は5百万円それぞれ減少し、経常損失及び税金等調整前四半期純損失

はそれぞれ6百万円増加しております。 

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 18,890 22,230

受取手形及び売掛金 19,185 17,905

商品及び製品 3,633 2,886

仕掛品 1,831 1,246

原材料及び貯蔵品 5,283 4,292

繰延税金資産 320 530

その他 1,943 2,212

貸倒引当金 △232 △248

流動資産合計 50,856 51,055

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 15,202 14,999

減価償却累計額 △9,539 △9,304

建物及び構築物（純額） 5,662 5,695

機械装置及び運搬具 13,483 13,361

減価償却累計額 △10,539 △10,285

機械装置及び運搬具（純額） 2,944 3,076

工具、器具及び備品 8,281 8,062

減価償却累計額 △7,264 △7,073

工具、器具及び備品（純額） 1,016 988

土地 6,300 6,289

リース資産 1,472 1,442

減価償却累計額 △456 △383

リース資産（純額） 1,016 1,058

建設仮勘定 8 10

有形固定資産合計 16,949 17,118

無形固定資産   

のれん 718 105

リース資産 316 280

その他 670 700

無形固定資産合計 1,706 1,086

投資その他の資産   

投資有価証券 1,654 2,057

繰延税金資産 933 494

その他 1,380 1,482

貸倒引当金 △405 △409

投資その他の資産合計 3,562 3,623

固定資産合計 22,219 21,829

資産合計 73,075 72,885
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,106 10,687

短期借入金 2,853 2,685

1年内返済予定の長期借入金 7,158 4,302

リース債務 341 320

未払法人税等 242 286

賞与引当金 447 835

その他の引当金 8 29

その他 3,272 3,284

流動負債合計 26,429 22,433

固定負債   

長期借入金 13,828 16,721

リース債務 1,188 1,200

退職給付引当金 2,072 2,122

その他 556 658

固定負債合計 17,646 20,702

負債合計 44,076 43,135

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,829 11,829

資本剰余金 15,337 15,337

利益剰余金 3,534 4,162

自己株式 △2,363 △2,364

株主資本合計 28,338 28,965

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △338 △125

繰延ヘッジ損益 △171 △89

為替換算調整勘定 △1,873 △2,203

評価・換算差額等合計 △2,383 △2,418

新株予約権 69 70

少数株主持分 2,976 3,132

純資産合計 28,999 29,749

負債純資産合計 73,075 72,885
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 15,003 16,856

売上原価 11,864 12,671

売上総利益 3,139 4,185

販売費及び一般管理費 3,873 4,102

営業利益又は営業損失（△） △733 82

営業外収益   

受取利息 6 4

受取配当金 22 13

為替差益 20 －

作業くず売却益 － 28

その他 39 35

営業外収益合計 89 82

営業外費用   

支払利息 125 114

為替差損 － 373

その他 24 10

営業外費用合計 150 498

経常損失（△） △794 △333

特別利益   

固定資産売却益 11 2

特別利益合計 11 2

特別損失   

固定資産除売却損 5 3

投資有価証券評価損 － 14

特別退職金 16 －

特別損失合計 22 18

税金等調整前四半期純損失（△） △804 △349

法人税、住民税及び事業税 90 130

法人税等調整額 215 0

法人税等合計 306 130

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △480

少数株主損失（△） △74 △94

四半期純損失（△） △1,037 △385
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 該当事項はありません。 

 該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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